
●

I-14 中 立 軸 が コ ン ク リー ト内 部 に 入 る 合 成 桁 の 実 験 に つい て

b

l  ま え が き

床 組 の 縦 桁 な ど の 様 に 比 較 的短 ス バ ン で 、 鋼 部 の I r F高の 低 い 場 合 、 こ れ を 合 成 桁
に す る

と 、 多 く の 場 合 、 合 成 中 立 軸 が 床 版
コ ン ク リー ト内 部 に 入 る こ と に な る 。 こ″)様 な 合 成 桁

の 性 状 を 調べ る 目 的 で 、 鋼 桁 に は H形 鋼 を 用 い、 ず れ 止 め と し
て は 、 柔 な タ イ プ と し て ス

タ ッ ドを 、 岡1な タ イ プ と し て  波 形  ジ
ベ ル 、 の 二 種 類 を 使 用 し た 試 験 桁 を 製作 し 、 荷 重

試 験 を 行 つ た 結 果 、 以 下 に 述 べ る よ う に 、 本
構 造は 完 全 な る 強 度 を 有 し 、 引 張 域 の

コ ン ク

リー ト断 面を 無 視 し て 断 面 諸 値 を 求め
る 設 計 計 算 法 に よ つ て 、 略 妥 当 な 評 価 が 出 来 る こ と

を 確 か め る こ とが で き た 。 本 構 造 の 製 作
施 工 は 容 易 で あ り、 主 と し て 、 床 部 構 造 の 軽 量 化

、 合 理 化 に 有 用 で あ る と 考 え ら れ
る 。

2  試 験 桁  お よ び  試 験 方 法

a  曲 げ 試 験 桁 ( I― A桁 、 I ~ A桁 )

寸 法 は 図
- 1の 通 りで 、 I― A桁 は ず れ止 め に

ス タ ツ ドを 使 用 し た も の 、 I一 A桁 は

波 形  の ジ ベ ル を 用 い た も の で あ り、
こ の タ イ プ は 、 鋼 部 フ ラ ン ジヘ の 取 りつ け が 連

続 溶 接 で 出 来 る 利 点 が あ る (写 真
二 1お よ び 2 )。 4・l重 法 は 図

- 1の 2点 載 荷 と し 、 設

計 荷 重 は 何 れ も 5 tと な つ て い る 。 t t l定は  た
わ み  お よび  鋼 部 午

コ ン ク リー ト部 間

の ず れ は ダ イ ヤ ル ゲ
ー ジ に よ り、 ひ ず み は 抵 抗 線 歪 計 に よ つ た o

b  せ ん 断 試 験 桁 ( I一 B桁 、 I一 B桁 )

ずれ止 めの 性状を比較す るため に、支 間を 短
か くした もので、 寸法 は、 図

-2の 通 り

で あ る 。 図 一 l
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Aの 両 桁 の 間 に は ク'と ん ど 差 は な

と な る 。 た わ み 比 (実 測 13/年十算値 )
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